
令和７年度 第２回地域連携推進会議 

 

事業所名 サポートセンターゆうあい 

サービス種類 共同生活援助 

開催日時 2025 年 10 月 25 日（土） 10：00～12：00 

開催場所 はまだホーム 101 号室（共同部屋） 

出席者 

（8名） 

広野町民生委員協議会 民生委員 1 名 

広野町社会福祉協議会 事務局長 1 名 

広野町健康福祉課 係長 1 名 

利用者家族 1 名   利用者 1 名 

当事業所：所長 1 名・課長 1 名・サービス管理責任者 1 名          

議題内容・挨拶 1. 開会あいさつ 

2. 出席者紹介 

3. 本日の次第について 

4. ホームの説明 

5. 本町・さくらホーム見学 

6. つばさ・のぞみ・ゆうゆうホーム見学 

7. ご質問等意見交換 

8. 閉会あいさつ 

目的 地域連携推進会議を開催し、地域と事業所が連携することにより、

利用者と地域の関係づくり、地域の人への事業所や利用者に関する

理解の促進、事業所やサービスの透明性と質の確保、利用者の権利

擁護を進めていくことを目的とする。 

開会あいさつ 前回会議では法人や事業所の説明や情報交換を行うことができ、ご

協力に感謝している。今回は実際にホームや利用者さんの生活の状

況を見ていただき、また情報交換を行っていきたい。会議を通して

地域に開かれた事業所を目指していきたいと考えている。 

出席者紹介 前回５月の会議の際は、利用者様ご家族としてお母様が参加された

が、今回はご都合が悪くなってしまったため代わりにお父様が出席

された。初顔合わせとなるため、あらためて自己紹介を行った。 

本日の次第につい

て 

 

 

 

 

ホームの大まかな説明を行った後ホームを見学する。 

見学順序：大谷内地区にある女性ホーム２棟、その後火の口地区に

ある男性ホーム３棟を見学 

移動手段：公用車又は自家用車 

見学時の留意点 

・通所事業所が休みのため利用者のほとんどがホームで過ごしてい 



 る。見学については事前に説明し、了承を得ている。 

・ホームは全室個室であり、見ていただいて大丈夫な方については

個室内も見学していただく。 

・利用者様のプライバシーに配慮し、部屋を見られたくない方につ

いては職員が説明を行う。 

見学後またこの場所に戻り、意見交換等を行う。 

ホームの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営形態：戸建てホーム 4棟・アパート型２ホーム 計６ホーム 

入居状況：男性ホームは 4ホームあり 20 名が入居、女性ホームは 2

ホームあり 11名が入居 

定員：35 名 現在は 31名入居 

4 部屋が空いており、体験入居の方を受け入れている。 

障がい状況：知的障がいの方が主であるが、身体及び精神障がいの 

  方も入居している。 

年齢層：20歳後半から 70 代と幅広い。 

日中活動：平日は、町内のワークセンターさくら、隣町のふたばの

里、デイサービス事業所へ通所している。 

     休日は、買い物や外出、イベント参加等の余暇活動を支

援している。 

生活支援：世話人が朝夕勤務し、身辺面や健康管理、食事作りを行

っている。支援員が朝夕ホーム巡回し、世話人と情報共

有のもと生活の支援や健康管理を行っている。通院にも

同行している。 

安全対策：火災報知機と連動した警備会社への自動通報と職員へも

通報が入るシステムを導入している。また、IH ヒータ

ー、防炎カーテンを使用して火災予防に努め、毎月 1 回

避難訓練も実施している。 

夜間の体調不調や緊急時には短縮ダイヤルで事業所へ繋

がり、必要時には職員が駆け付け、24 時間対応する体制

となっている。同法人の入所施設とも連携している。 

地域連携：3ヶ所のホームにAEDを設置しており、地域の方が必要

な際には貸し出し可能である。 

ホーム見学 

 

 

 

 

       

公用車等で移動し、５ホームの見学を行う。 

・ホーム内の浴室、トイレ、台所等や消防設備、利用者さんの生活

状況等について説明を行う。 

・ご本人の了承が得られた個室を見学する。 

・建物の外側に設置されている防犯カメラ、共同部屋に設置されて 

いる見守りカメラについて説明する。 



ご質問等意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学後はまだホームへ戻り、委員から質問やご意見を伺う。 

Ｑ ホームで身分証明書を見たが、いつも持っているのか。 

Ａ 外出先で何かあった時に周囲に助けを求める時に使用すること

を想定したものである。散歩や外出時に所持している。 

Ｑ 携帯電話は全員が持っているのか。 

Ａ 全員ではない。希望者と、アパート型ホームの入居者が緊急連

絡手段として所持している。 

  現在十数名の方が所持しており、携帯ショップが双葉郡にない

ため、手続きのためいわき市まで出かける等携帯電話に係る支

援時間が増えている。 

Ｑ 買物へ行く日は決まっているのか。 

Ａ 月１回いわき市へ、職員が同行して小グループで日用品等の買

い物に出かけている。町内のイオンやコンビニ等へ行くことが

できる方は個人で出かけている。電車でいわき市へ買い物や散

髪へ出かける方もいる。 

Q 余暇支援について 

  利用者から一泊旅行等の希望が聞かれるが、職員が少なく、ご

家族の協力も難しいため実施は困難な状況。近隣でのイベント

や映画等へは参加しているが、今後の課題として移動支援やボ

ランティア等地域資源の活用も必要と考えている。 

Q 自転車を持っている方はいないのか。自転車修理業者が町内に

いないので困っている話を高校生から聞いている。 

A 自転車に乗っている利用者はいない。 

Q セコム対応とのことだったが、非常時にセコム職員が駆けつけ

るまでどのくらいの時間がかかるのか。 

A 以前誤報があった際に楢葉町から職員が来たが、10分程度だっ

たと記憶している。誤報以外、非常時の駆けつけはなかった。 

Q AED が設置されていると聞いたが、操作方法について練習はし

ているのか。 

Ａ 毎年１回消防署職員を招いての訓練の中で AED を実際に操作

して練習している。実際の場面で使用したことはまだない。 

Q 本町ホームに乾燥機が設置されていたが、利用者が使用するこ

とを考えた時位置がやや高いのではないかと感じた。 

Ａ 職員が使うことが多いが、利用者さんの目線で検討してみるこ

ととする。 

〇皆さんのお部屋がそれぞれ違っており、パソコンが置いてある部 

屋もあり、驚いた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

〇当番表や順番表等が貼られており、ある程度のルールはなけれな 

らないのだと考えさせられた。 

〇防犯カメラや見守りカメラ等入所施設でも見たが、見守りのため 

ここまで配慮しているのかと感心した。 

〇移動支援や行動援護については、自宅で暮らしている障がい者の 

 ニーズ(イベント参加や通院等)も多いと地域の協議会等で指摘を 

受けている。町の社会福祉協議会は高齢者へのサービスが主とな 

っているため、早ければ来年度からサービスを拡充できるよう準 

備を進めているが、人的、時間帯、遠方対応等課題が多い。付き 

添いボランティアについても考えているが、専門的な理解が必要 

なため全てのニーズに応じられるわけではない。郡内の社会福祉 

協議会全体で考えていかなければならないと思っている。 

閉会あいさつ 委員の方たちが真剣にホームを見学してくださったことに感謝して

いる。いただいた意見により、今まで行ってきた支援や対応が十分

なのか、改めて考える気づきを得ることができた。意見を持ち帰

り、より使い勝手の良い、生活しやすい環境作りに生かしていきた

い。 

今年度の本会議は今回で終了であるが、来年度も継続して開催して

いくので、引き続きご協力をお願いしたい。来年度になりましたら

会議の日程を相談させていただきたい。 

 


